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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 緊急時環境放射線モニタリングの結果から、ウグイは放射性 Cs 濃度の低下が遅い魚種の 1 つ

と考えられている。ウグイにおける放射性 Cs の挙動を解明することは、内水面漁業再開の見通

しを立てるために重要である。ウグイにおける放射性 Cs の挙動とその個体差への影響を確認す

るために、非破壊式γ線測定器（以下、非破壊器）を用いて、放射性 Cs を含む餌を給餌したウ

グイを定期的に測定し、放射性 Cs カウント数（以下、カウント数）の推移を確認した。その結

果、カウント数が放射性 Cs を含む餌の量に強く関係していることが示唆された。また、ウグイ

における放射性 Cs の取込排出は、個体差が大きいことを確認した。 

 

（１） 137Cs を含む餌のカウント数を測定し、非破壊器の妥当性を確認した（図１）。                                                                                                          

（２） 1 歳魚（15 尾、平均体重 83±26 g）と 2 歳魚(16 尾、平均体重 110±28 g)のウグイで 105

日間の個別飼育試験を行った。取込期間（0～42 日）では 137Cs: 1,040 Bq/kg を含む配合飼

料、排出期間（43～105 日）では通常の配合飼料をそれぞれ飽食給餌した。 

（３） 非破壊器を用いて、2～3 週間おきに各個体のカウント数を 40 分間測定した（図２）。 

（４） 摂餌量とカウント数の間に強い正の相関がみられた（図３）。 

（５） 137Cs を継続して給餌したウグイでは、カウント数/kg（魚体重の違いを考慮するためにカウ

ント数を魚体重で除した値）の上限は個体により大きく異なった（図４）。 

（６） 排出期間にはカウント数/kg が減少し（図５）、カウント数の減少率は個体ごとに大きく異な

った（表 1）。2 歳魚と比較して 1 歳魚のカウント数は上昇、減少が緩やかであった。 

 

２ 期待される効果 

（１）天然水域のウグイにおける放射性 Cs の挙動解明に役立つ。 

３ 活用上の留意点 

（１）本試験データは、飼育試験を行った条件下で得られたものであることに留意する必要がある。 
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放射性 Csとみなした範囲 
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図3 放射性Csを含む餌を給餌して

いた期間中の摂餌量に対するカウン

ト数
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表 1 排出期間における個体ごとのカウント数の 

日間減少率 
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図2 非破壊器により計測されたカウント数

測定値

バックグラウンド
放射性Csとみなした範囲 
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図1 137Cs量に対する1秒間あた

りのカウント数

供試魚番号 日間減少率(%) 供試魚番号 日間減少率(%)
1 -0.24 1 -0.18
2 -0.11 2 -0.27
3 -0.59 3 -0.27
4 0.16 4 -0.52
5 -0.28 5 -0.22
6 -2.84 6 -0.23
7 0.56 7 -0.32
8 ー 8 -0.51

関係式

1歳魚 2歳魚

日間減少率＝ln（試験終了時のカウント数

　　　　　　/餌切替時のカウント数）/日数×100
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図4 放射性Csを含む餌のみを給餌した

個体の1秒間あたりのカウント数/kgの

平均（バーは最大値と最小値）
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図5 測定3回目までは放射性Csを含

む餌、その後は通常餌を給餌した個

体のカウント数/kgの平均（バーは

最大値と最小値）
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